
１．は じ め に

　現代の情報化社会では，様々な産業分野，および業種・業態・規模にお

いて，ICT（Information and Communication Technology）を活用した，新しい

ビジネスモデルを展開することが可能となった。

　ICTを活用したビジネスの展開では，従来からの代表的な産業である製

造業や流通業，小売業，金融業だけでなく，防災・免震，音楽，映画，報

道，政治運動，ソフトウェア，発明品・知的財産，科学技術，創薬，医

療，介護，病院などの産業分野，および中小企業やベンチャー企業などに

おいて，ICTを活用した基幹業務の改善や改革はもちろんのこと，新しい

ビジネスの創出といった多岐にわたっての幅広い分野への適用がある。

　例えば，製造業における在庫管理システムの導入では在庫管理や最適在
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庫数の分析などを，流通業における販売管理システムの導入では受注・納

品などの管理を行い，積極的な情報システムの活用を行っている。また，

その他の CAD（Computer Aided Design）では設計・製図をコンピュータで

の支援を行い，CIM（Computer Integrated Manufacturing）では生産活動全体

をコンピュータで管理，CALS（Commerce At Light Speed）では設計・製造

から決済までの情報を，情報システムを介して顧客側と販売側で共有する

などして，積極的に ICTをビジネスに活用している。

　さらに，伝統的な業種である製造業や流通業のみの企業でなく，金融業

やサービス業などの企業においても，アカウント・アグリゲーション・サ

ービスやデータベース・マーケティングなどを展開し，ICTを活用した新

しいビジネスを展開している。

　一方，一般の個人においても，ICTを活用した新しいビジネスの展開が

見られる。例えば，アクセサリーやバッグ・財布・小物などの自分のハン

ドメイド作品をWebサイトに出展してビジネスを成立させるビジネス，

または文房具・手芸・服・小物・本などの自分の所有・所持する不用とな

った物品をWebサイトに出展し，フリーマーケット機能を形成したビジ

ネスを成立させるビジネス，あるいはインターネットで情報を収集し，書

籍や CD・雑貨などの転売用商品を入手，Webサイトに出展してビジネス

を成立させるビジネスなど，個人でもインターネットを介して商品を広く

一般に販売する ICTを活用した新しいビジネスの形態も見られる。

　情報化社会が到来した現在，ICTを活用した新しいビジネスモデルの１

つとして，注目されているのが，インターネットのWebサイト（クラウド

ソーシング・プラットフォーム）を利用して，事業者が不特定多数の個人に

業務を発注したり，受注者の募集を行ったりして，新しい業務の受発注形

態，あるいは新しい雇用形態を形成しているのがクラウドソーシング

（Crowd Sourcing）である。
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　本論文 1）では，現在の情報化社会において，ICTを活用した新しいビジ

ネスモデルを構築，Webサイトを介して見知らぬ作業者と発注者を結び

付けるといったビジネスモデルとして，注目を浴びているクラウドソーシ

ングの実態と課題について考察する。

２．クラウドソーシングとは

　クラウドソーシングとは，図１に示すように，一般事業者（以下，事業

者）が ICTを活用し，クラウドソーシング・サービスを提供するクラウド

ソーシング事業者（クラウドソーシング運営会社）のインターネットのWeb

サイト（クラウドソーシング・プラットフォーム）を介して，広く一般の不特

定多数の人々（Crowd）である作業者に業務を発注したり，受注者の募集

を行ったりして，事業に携わる作業者を外部から調達するといった業務委

託（Sourcing）のことである 2）。

　大企業・中小企業・各種法人などの事業者（発注者）は，クラウドソー

シング事業者が運営するクラウドソーシング・プラットフォームに対し

て，業務の内容，および受注の条件（期間や期限，報酬，手数料など）を提

示し，作業者（受注者）が業務を受注して業務の受発注による人材雇用が

成立する。

　クラウドソーシング事業者は，自社が運営するクラウドソーシング・プ

ラットフォームにおいて，仕事の募集管理，受発注管理，契約管理，支払

い管理，業績・評価管理などの管理業務を行う。

　作業者は，従前の事業者の施設，あるいは事業者の近くにいて業務を行

う必要はない。つまり，作業者においては，インターネット環境さえあれ

ば，都市部や農村部，過疎地，諸島，および海外などの特定の作業場所を

1）　税所哲郎（2016）を加筆・修正したものである。
2）　中小企業庁編（2015）。
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選ばずに，どこでも業務を行うことが可能となる。

　また，最近，企業などにおいて，最も注目されている情報システム構成

の１つであるクラウドコンピューティング（Cloud Computing）の内容とは

相違する。クラウドコンピューティングは，コンピュータの管理・利用に

関するソフトウェアやデータなどの情報システムにおいて，コンピュータ

ネットワークを通じたサービス形態で，必要に応じた外部のコンピュータ

資源の利用形態である。したがって，クラウドコンピューティングの「ク

ラウド」は，同じ呼び名であるがシステム構成図でネットワークの向こう

側を雲（Cloud）のマークで表す内容なのに対して，クラウドファンディ

ングにおける「クラウド」の不特定多数の人々を表す群衆（Crowd）とは

意味合いが違うからである。

　一方，クラウドソーシングは，企業が業務の一部を外部の業者・作業者

に対して委託するアウトソーシング（Outsourcing）の１つの形態ととらえ

クラウドソーシング・
プラットフォーム

登録している
作業者

選定された
作業者一般事業者

（作業者） インターネット
業務受注業務発注

業務募集 提案，入札

（出所）　総務省（2014）『ICT の進化がもたらす社会へのインパクトに関する調査研究』
を基に筆者作成。

図１　クラウドソーシングの仕組み
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契約管理

支払い管理
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管
理

クラウドソーシング
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ることも可能である。これは，文章のライティングやロゴ・イラストのデ

ザイン，Webやアプリケーションのプログラミングといったソフトウェ

ア開発，それに企画に基づいたアイディア募集に至る業務など，早急に自

社で作業員を確保するのが困難な専門的なスキルを持った業務を担当する

作業者，あるいは専業の作業者を，社外（外部）から短時間・低コストで

調達して業務処理できるからである。また，クラウドソーシングは，必ず

しもプロではない人にも広く業務を依頼するという違いがあるので，特殊

なスキルを持った専門性の高い作業だけでなくデータの入力・収集といっ

た経験不問の単純作業まで，業務対象となっている。

　例えば，クラウドソーシングで取り扱う業務における専門的な業務とし

ては，イラスト・グラフィック・DTP（Desktop Publishing），Webデザイ

ン・コーディング，コンテンツ・ライティング，動画・画像編集，CMS

（Content Management System）・ブログ・ホームページ，アプリケーション

（Windows・Microsoft Office・Adobe製品などを含む），Webスキル，ミドルウ

ェア，スマートフォンサイト・アプリ開発，開発言語，環境・フレームワ

ーク，データベース，システム開発，開発技法・ソースコード管理・イン

シデント管理，OS（Operating System）・クラウド，ソーシャルメディア，

3D（Three Dimensions）技術，テスティング・運用・サポート，資格・技

能，語学などのスキルが要求される業務がある。

　また，クラウドソーシングで取り扱う業務における経験不問の単純な業

務としては，ライティング（キャッチフレーズ・コピーライティング，名前募

集，ブログライティング，レビュー・口コミ，記事・コンテンツ作成，文書作成，

編集・校正，セールスコピー・セールスレター，電子書籍制作，メルマガ代行・

DM（Direct Mail）作成，その他ライティング），タスク・作業（データ作成・入

力，質問・アンケート・テスト，内職・軽作業，各種代行，写真・動画，データ分

類・カテゴリ分け，その他タスク・作業），事務・ビジネスサポート・調査（サ
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イト運営・サポート，ビジネスサポート，インタビュー，ミステリーショッパー・

覆面調査，お問い合わせ対応，メール対応，電話サポート，伝票の仕分け，名刺整

理，記帳代行，秘書代行，ビジネスサポート，簡単調査）といった業務まで，

様々な分野のあらゆる業務で導入されている。

　ところで，表１に示すように，わが国における従来の人材雇用の形態

は，事業者（企業）と作業者（個人）との雇用契約の締結による正社員と

いうのがビジネスの主要な形態（リスク負担は企業など）であった。その後

の事業者を取り巻く社会環境の変化や個人ニーズの変化によって，人材派

遣会社や労働者派遣会社，職業紹介会社，業務請負会社などが設立される

表１　新しい業務委託モデルの概要
人材雇用の
形　態

雇用契約
業　務
発注者

業務受注者
リスク
負　担

従

来

モ

デ

ル

企業と作業者
（個人）との雇
用契約の締結
による正社員

あり 事業者
（大企業・中
小企業・各
種法人など）

作業者
（業務受
注者）

直接
（組織内）

企業など

企業と作業者
（個人）との雇
用契約の締結
による正社員
や契約社員，
派遣社員，ア
ルバイト，パ
ートタイマー
など

間接
（人材派遣
会社・労働
者 派 遣 会
社・職業紹
介会社・業
務請負会社
など）

企業・仲介
者・代行者
など

新
し
い
モ
デ
ル

広く一般の不
特定多数の
人々に対する
業務の発注

なし 事業者
（大企業・中
小企業・各
種法人など）

作業者
（業務受
注者）

直接
（個人）

一般の個人

（出所）　筆者作成。
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ようになり，現在では企業と作業者との雇用契約の締結による正社員や契

約社員，派遣社員，アルバイト，パートタイマーなどの雇用形態（リスク

負担は企業・仲介者・代行者など）も見られるようになったのである。

　クラウドソーシングの導入では，大企業・中小企業・各種法人などの多

くの事業者が，広く一般の不特定多数の個人に対して業務発注を行うこと

で，企業と個人との間で雇用契約の締結による雇用関係は存在せずに業務

を遂行（リスク負担は個人）できるようになったのである。

　また，事業者では，外部の専門業者のナレッジ・リソースをいかに有効

活用できるかが競争力の源泉の１つになっている。各事業者においては，

従前からの自社，および自社グループの資源・技術のみを用いて新しい商

品・サービスを製作する自前主義から脱皮し，事業者の活動分野において

競合他社を圧倒的に上まわるレベルの能力や競合他社に真似できない核と

なる能力であるコア・コンピタンス（Core competence）を確立，自前の部

分で他社と差別化しなければならなくなったのである。

　したがって，事業者は，外部の専門業者だけでなく，経験不問の単純な

業務や専門性の低い簡単な業務，細かな作業などにおいても，自ら直接は

行わずに「少ない手間で」「必要なとき」に業務を外部委託する必要性が

でてきたのである。つまり，ICTの利活用が普及した情報化社会が到来し

た結果，既にこれまで大半の業務をアウトソーシングしていた大企業だけ

でなく，中小企業や個人事業主においても競争優位性を確立するために，

外部の労働力を選択肢として活用する必要性がでてきたのである。

　現在のビジネスの成功要因の１つでは，外部の安い労働力をいかに自社

に有効活用できるかが，競争優位性を確立させるための方策となってお

り，このことがクラウドソーシングを利用する理由となっている。その利

用においては，事業者は，クラウドソーシング・プラットフォームを介し

て，事前に公開される作業者の業務の質に関する情報を事前に入手，その
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情報に基づいて作業者のスキルや評価，コメントなどを判断したうえで業

務の発注を行うことになる。

３．クラウドソーシングの分類と機能

3.1　クラウドソーシングの分類

　クラウドソーシングの分類については，様々な観点からの分類があり，

特定化されているわけではない。代表的な分類としては，付表１に示すよ

うに，事業者が発注する作業内容や報酬などの形態に基づいて，クラウド

ソーシング（クラウドソーシング・プラットフォーム）が取り扱う業務から，

⑴ 業務内容型，⑵ 報酬内容型，⑶ 発注内容型に分類することができる 3）。

　なお，米国のクラウドソーシングに関する組織 crowdsorcing. orgでは，

クラウドソーシング・プラットフォームの取り扱う業務から，単純作業か

ら高スキルを要する「Cloud Labor」，インターネットを通じて世界中のク

リエイティブな才能を活用する「Crowd Creativity」，不特定多数の人々か

ら新規プロジェクトや会社設立等の資金を募る「Crowdfunding」，知識資

産や情報を収集・構築・共有する「Distributed Knowledge」，組織外の個

人のアイディアを活用する「Open Innnovation」に分類している 4）。

　⑴　業務分類型

　業務分類型クラウドソーシングは，さらに，① 総合型，② 分野特化型，

③ 研究開発型に分類することができる。

①　総合型では，システム開発，デザイン，ライティング，写真・動画撮

影，データ入力・アンケート・インタビュー・質問・留守番電話・各種

代行，チェック，事務，秘書などの職種や業種，分野を限定せずに幅広

3）　吉田浩一郎（2014）。
4）　crowdsourcing. org (Crowdsourcing LLC.) <http://www.crowdsourcing.

org/>（2015年９月18日確認）
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い業務の発注を行うことで，事業者と作業者間における人材のマッチン

グを行う方式である。

②　分野特化型では，パンフレット，カタログ，チラシ，ポスター，会社

案内，名刺，ポストカード，ロゴマーク制作などに特化し，業務の発注

を行うことで，事業者と作業者間における人材のマッチングを行う方式

である。

③　研究開発型では，自社の事業課題を世界中に告知し，自社で保有しな

い企画力や技術力，開発力を外部に広く求めて，業務の発注を行うこと

で，事業者と作業者間における人材のマッチングを行う方式である。

　⑵　報酬分類型

　報酬分類型クラウドソーシングは，さらに，① ギフト型，② ポイント

型，③ 決済代行型，④ 現金型に分類することができる。

①　ギフト型では，作業者が Amazon.co.jpや Javari.jpなどが取り扱う商

品の購入に利用できる Amazonギフト券，および曲・アルバム・プレイ

リスト・オーディオブック・ミュージックビデオや映画を iTunes Store

や App Storeで交換できる iTunesギフトを利用して，報酬を受け取る

マッチングの方式である。

②　ポイント型では，作業者が様々なサービスの中から，PeXや Point-

Exchange，Tポイントなどのポイントを集めて，現金換金や電子マネ

ー・マイル・各種ポイントに交換・移行を行い，報酬を受け取るマッチ

ングの方式である。

③　決済代行型では，作業者が Paypalなどの世界有数の決済代行会社を

利用して，報酬を受け取るマッチングの方式である。なお，この利用に

はクレジットカードが必要である。

④　現金型では，作業者が現金による銀行振り込みを利用して，直接，報

酬を受け取るマッチングの方式である。
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　⑶　発注分類型

　発注分類型クラウドソーシング，さらに，① マイクロタスク型（固定給

型），② コンテスト／コンペ型（固定給型），③ プロジェクト型（固定給型），

④ プロジェクト型（時給型）に分類することができる。

①　マイクロタスク型（固定給型）では，データ入力やアンケート，説明

文作成，リスト作成など，小さな単位の業務を低価格で多くの作業者に

委託するマッチングの方式である。この方式では，業務の作業内容を詳

細に細分化して，その細分化された作業内容ごとに発注先を決めること

になる。

②　コンテスト／コンペ型（固定給型）では，デザインやネーミング，キ

ャッチコピーなど，クラウドソーシング・プラットフォームを介して，

コンペ形式で作品を募集し，最も優れたものの中から選定するマッチン

グの方式である。この方式では，広く多くの作品やアイディア，企画な

どを集めて，その中から優れたものを選定することになる。

③　プロジェクト型（固定給型）では，アプリケーション開発やホームペ

ージ制作など，発注者がクラウドソーシング・プラットフォームに対し

て告知した業務において，作業者からの提案を受けて，発注先を選定す

るマッチングの方式である。この方式では，各作業者の業務の質に関す

る情報を事前に入手することが可能で，その情報に基づきスキルや評

価，コメントなどを判断したうえで業務の発注を行うことになる。また

は，見積もり（価格・納期・内容）を募集・入札し，発注先を決めること

になる。

④　プロジェクト型（時給型）では，作業者のパソコンに時間管理のソフ

トを導入し，働いた分だけ，時間換算で報酬を支払うマッチングの方式

である。この方式では，固定報酬型（出来高型）では何らかの成果物や

納品物が必須となるが，時給型はそれが無くても取り組みさえしていれ
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ば，報酬が発生することになる。

3.2　クラウドソーシングの機能

　クラウドソーシングにおける企業（事業者）と個人（作業者）の関係は，

あくまでも広く一般の不特定多数の人々に対する業務の発注であったり，

受注者の募集であったりするので，特定の地域やエリア，個別の人に向け

たビジネスモデルではな い 。

　クラウドソーシングの仕組みでは，作業者はインターネットのWebサ

イト（クラウドソーシング・プラットフォーム）に提供されるプロジェクト

（業務）情報の中から自由に仕事内容を閲覧・確認し，業務を選択，好き

な業務内容を好きな時間に好きなだけ作業を行うことができる。そして，

作業者は，業務の経済的な見返りとして，Amazon.co.jpや Javari.jpが取り

扱う商品の購入に利用できるプリペイドカードである「Amazonギフト

券」，楽曲やアルバム，プレイリスト，オーディオブック，ミュージック

ビデオ，映画を iTunes Storeや App Storeで交換できる「iTunesギフト」，

様々なサービスからポイントを集めて，現金や電子マネー・マイル・各種

ポイントに交換・移行ができる「PeX」「PointExchange」，インターネッ

トや全国にある Tポイント提携先で，利用金額に応じて貯める・使える

共通ポイントである「Tポイント」，さらには報酬の現金振込による対価

を得ることになる。

　クラウドソーシングは，クラウドソーシング・プラットフォームの仕組

みが事業者と作業者間に介在することで，事業者の各種情報（企業，商品，

サービス，事業の仕組みなど），および作業内容が作業者に対して，直接，か

つ広範囲に伝わることになる。また，クラウドソーシングでは，プロジェ

クトに関する作業者の業務評価について，発注した事業者による評価やコ

メントなどが行われることによって，作業者の作業内容がスクリーニング
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（screening）される。したがって，事業者は，作業者の業務評価をリアル

タイムで確認しながら，業務コストおよび作業内容に最も適している作業

者を選択して，作業を発注できることが ICTを活用した新しいビジネス

モデルである。

　なお，表２に示すように，クラウドソーシング事業者が運営するクラウ

ドソーシング・プラットフォームの主要な機能として，① 連絡・報告機

能，② 業務案件マッチング機能，③ 契約進捗・決済管理機能，④ 業務フ

表２　クラウドソーシング・プラットフォームの主要機能

機　能 概　　　　　要

① 連絡・
報告機能

全ての作業者の登録メールアドレスへ，一斉にメールを送信する
機能である。また，メール本文に定型フォーマットを利用するこ
とで，迅速的かつ効率的に情報を配信することが可能となる。

② 業務案件
マッチング
機能

業務を受注する場合，作業者自らが業務を探すことで希望の作業
内容に応募できる機能である。また，事業者が業務を発注する場
合，受注希望の作業者を探索することで，迅速的かつ効率的に業
務を発注することが可能となる。

③ 契約進捗・
決済管理機能

発注者（事業者）と受注者（作業者）の一連の契約と案件の進捗
管理を行う機能である。また，報酬の支払いもクラウドソーシン
グ・プラットフォームが仲介・管理を行うことで，迅速的かつ効
率的に契約進捗・決済管理を実現することが可能となる。

④ 業務フォ
ロー機能

作業者は作業内容，および事業者は作業者をフォローできる機能
である。また，それぞれが迅速的かつ効率的に，各情報を確認す
ることが可能となる。

⑤ 業務スカ
ウト機能

事業者は作業者が公開しているプロフィールや業務評価などの情
報を参考にして，直接，作業者にアプローチを行うことができる
機能である。また，直接，事業者が作業者にアプローチを行うこ
とで，迅速的かつ効率的に業務を開始することが可能となる。

⑥ 運営者管
理機能

報酬金の仮払いや追加払い時の手数料を設定できる機能である。
また，クラウドソーシング・プラットフォームでは，この機能を
有することで，ビジネスモデル運営の安定的な収入を得ることが
可能となる。

（出所）　クラウドソーシングサイト構築システム（2015）を基に筆者作成。
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ォロー機能，⑤ 業務スカウト機能，⑥ 運営者管理機能などを有したクラ

ウドソーシング・プラットフォームの仕組みが事業者と作業者間に介在

し，広く一般の不特定多数の人々に対して業務の発注を行ったり，受注者

の募集を行ったりする 5）。

①　連絡・報告機能は，事業者から提供される業務の内容，および受注の

条件などの情報について，すべての作業者の登録メールアドレスへ，一

斉にメールを送信する機能である。また，メール本文における定型フォ

ーマット（雛形）を利用することができ，迅速的かつ効率的に情報を配

信することが可能となる。

②　業務案件マッチング機能は，作業者が業務を受注する場合，作業者自

らが業務を探すことで希望の作業内容に直接応募できる機能である。ま

た，大企業・中小企業・各種法人などの事業者が業務を発注する場合，

受注希望の作業者をいち早く探索することができ，迅速的かつ効率的に

業務を発注することが可能となる。

③　契約進捗・決済管理機能は，発注者（事業者）と受注者（作業者）の一

連の契約と案件の進捗管理を行う機能である。また，作業者への報酬の

支払いもクラウドソーシング・プラットフォームが仲介・管理を行うこ

とができ，迅速的かつ効率的に契約進捗・決済管理を実現することが可

能となる。

④　業務フォロー機能は，作業者は業務の内容を，および事業者は作業者

の評価をフォロー・確認できる機能である。また，事業者と作業者のそ

れぞれが，迅速的かつ効率的に必要な業務に関する情報を確認すること

が可能となる。

⑤　業務スカウト機能は，事業者は作業者が公開しているプロフィールや

5）　クラウドソーシングサイト構築システム（2015）<http://www.cs-system.

com/>（2015年９月18日確認）
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業務評価などの情報を参考にして，直接，作業者にアプローチを行うこ

とができる機能である。また，事業者が，直接，作業者にアプローチを

行うことで，迅速的かつ効率的に業務を開始することが可能となる。

⑥　運営者管理機能は，報酬金の仮払いや追加払い時の手数料を設定でき

る機能である。また，クラウドソーシング・プラットフォームでは，こ

の機能を有することで，ビジネスモデル運営の安定的な収入を得ること

が可能となる。

　これまでの企業（事業者）と個人（作業者）の関係では，人材雇用による

業務遂行やアウトソーシングによる外部への業務委託などにおいて，業務

の発注を行う前に，雇用する個人や作業を依頼する個人の業務評価を把握

することは困難であった。

　しかし，ククラウドソーシングでは，各作業者の業務の質に関する情報

が可視化されることによって，人材情報（作業者情報）がクラウドソーシ

ング・プラットフォームを介して事前に入手することが可能となる。事業

者は，その情報に基づいて，スキルや評価，コメントなどを判断したうえ

で業務の発注を行うことになるので，従来の採用してから作業者の業務の

質を確認することによるミスマッチのリスクを低減させることができたの

である。

　このように，ククラウドソーシングでは，ICTを活用することで，従来

は困難であった事業者と作業者を直接に結び付ける（マッチングさせる）こ

とを可能としたビジネスモデルである。

４．クラウドソーシングの実態

4.1　クラウドソーシングの市場規模

　現代の情報化社会においては，図２と図３に示すように，大企業や中小

企業，各種法人などの事業者が，様々な事業分野での競争優位性を確立す
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　（注）　クラウドソーシング上での仕事依頼金額ベースの金額である。
（出所）　矢野経済研究所編（2014）『2014 クラウドソーシング市場の実態と展望』を基

に筆者作成。
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るために，国内および海外においても ICTを活用したクラウドソーシン

グの市場規模は増加している 6）。

　わが国のクラウドソーシング市場規模は，2011年度44億円，2012年度

106.6億円（242.3％増），2013年度215億円（201.7％増），2014年度見込408億

円（189.8％増），2015年度予測650億円（159.3％増），2016年度予測950億円

（146.1％増），2017年度予測1,350億円（142.1％増），2018年度予測1,820億円

（134.8％増）と急成長すると見込まれている。

　わが国市場の特徴は，クラウドソーシング・ビジネスの対象が日本市場

（マーケット）中心となっていることである。そのため，クラウドソーシン

グ・プラットフォームを介する事業者と作業者との業務のやり取り（コミ

6）　矢野経済研究所編（2014）。
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ュニケーション）が日本語のみで行われているところが多いので，今後は

わが国の未開拓の業務分野や必要とされる作業者層などへの普及が見込

め，市場規模においては，ある程度の成長性は望める。しかし，わが国も

含めて，日本語文化圏の市場規模は限られており，近い将来に飽和状態が

予想され，永続的な成長は期待できない。

　一方，海外のクラウドソーシング市場規模は，2009年131億円，2010年

174億円（132.8％増），2011年289億円（166.1％増）と成長している。なお，

海外の市場規模については，クラウドソーシングに関する米国団体

crowdsourcing. orgの加入企業15社の仕事の発注金額総額であり，Inno-

Centiveや Amazon Mechanical Turkなどの主要サービス企業の発注金額

は含まれていない。

　海外市場の特徴は，クラウドソーシング・プラットフォームを介する事

　（注）　１．市場規模は，Crowdsourcing.orgの加入企業 15社の仕事の発注金額総額。
このデータには，InnoCentiveや Amazon Mechanical Turkなど主要サイト
のいくつかが含まれていない。

　　　　２．隔年の年末時点での為替レートを反映し，日本円に換算して表示してい
る。

（出所）　矢野経済研究所編（2014）『2014 クラウドソーシング市場の実態と展望』を基
に筆者作成。

図３　海外のクラウドソーシング市場規模の推移
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業者と作業者との業務のやり取り（コミュニケーション）が，基本的に英語

で行われていることである。また，世界中に張りめぐらされた蜘蛛の巣状

のインターネットの上で構築されるWebサイトのクラウドソーシング・

プラットフォームでは，インターネット環境さえあれば，その利用が限定

されることはない。したがって，英語によるクラウドソーシング・プラッ

トフォームは，日本市場を含む全世界の市場を対象としたものとなり，市

場規模も大きく，世界中の人々が発注者となり，かつ受注者となって，高

い成長性が見込まれる。

4.2　クラウドソーシング業務の特徴

　大企業・中小企業・各種法人などの事業者は，業務を遂行するうえでク

ラウドソーシングを利用することで，適時・適切に作業者への業務を依頼

できる，即座に専門家や特殊スキルを保有している作業者へ業務を発注が

できる，必要に応じて安価に多数の作業者の確保ができる，といった外部

の労働力を素早く，安価に，かつ専門性を判断して，しかも簡単に活用す

ることが可能となっている。

　例えば，クラウドソーシングによる業務の発注では，適時・適切の業務

依頼面では，クラウドソーシング・プラットフォームを介することで最短

15分でのマッチングが可能となる。また，安価の業務依頼面では，従来の

企業における各種業務の費用が10分の１から２分の１での発注が可能とな

る。さらに，専門家への発注や高スキルの方への発注では，オンラインに

よる作業者の質を確かめながらの分割発注が可能となるので，業務遂行上

の大幅なコストダウンが可能となる 7）。

　従来，事業者では，外部に業務を委託するアウトソーシングの活用，あ

7）　吉田，前掲（2014）。
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るいは外部の労働者を雇用する中途採用などの外部の労働力を活用する場

合においては，対象の作業者を探し出したり，作業者との雇用契約書の作

成を行ったり，あるいはそれらに費やす時間などを含めて，業務開始まで

に膨大なコストが発生していた。しかし，クラウドソーシングの利用で

は，これらのコスト面での問題点を解決した業務を遂行し，競争優位性の

１つを確立することができたのである。

　一方，作業者では，作業場所や作業内容，作業量，作業時間，作業経験

の有無，特殊スキルの有無などの業務情報を自分で精査して，その内容を

確かめながら作業を直接，自分でコントロールできることである。例え

ば，専業主婦の場合，家事や育児，介護などの日常の合間において，自分

の興味のある作業や趣味を生かせる作業，あるいは自らのスキルを生かせ

る作業などの作業を受注できるようになったのである。

　このような企業（事業者）と個人（作業者）の双方のニーズに応える形で，

様々な形態のクラウドソーシング系の業務が発展してきたのである。現

在，付表２に示すように，わが国にはクラウドソーシング・サービスを提

供する数多くの企業が存在する。

　クラウドソーシング・サービスを提供する事業者には，① システム開

発，デザイン，ライティング，写真／動画撮影，データ入力／アンケー

ト／インタビュー／質問／留守番電話／各種代行，チェック，事務，秘書

などの職種や業種，分野を限定せずに幅広い業務を取り扱う事業者，

② パンフレット，カタログ，チラシ，ポスター，会社案内，名刺，ポス

トカード，ロゴマーク制作などに特化し，業務の発注を行う事業者，

③ 自社の事業課題を世界中に告知し，自社で保有していない企画力や技

術力，開発力を外部に広く求めて，業務の発注を行う事業者などが見られ

る。また，その一方で，単体業務を展開する事業者，複合業務を展開する

事業者などの多様な事業形態が見られる。
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4.3　クラウドソーシング事業者のポジショニング

　クラウドソーシング・サービスを提供する事業者は，自らのクラウドソ

ーシング・プラットフォームが取り扱う業務に特徴付けている。それは，

図４と図５に示すように，事業者が発注する作業内容や報酬の形態などに

基づいて，縦方向に「品揃えの多い業務」と「業務特化型」，および横方

向に「専門性の低い業務・単純な業務」と「専門性の高い業務・スキルが

要求される業務」のマトリックス（類型）のもと，自社を他社とサービス

の差別化するために自社のポジショニングを位置付けていることであ

る 8）。

　⑴　多品揃業務（総合型）

　この分野のクラウドソーシング事業者は，自社を他社とサービスの差別

化するために自社のポジショニングを総合型と位置付けており，作業者に

はWebサイト製作などのプログラミングやライティング，翻訳，デザイ

ンなどの高いスキルが求められる専門性の高い業務から単純な文章作成や

データ入力などの専門性の低い業務まで，幅広い業務を幅広く揃えて提供

している。

　代表的なクラウドソーシング事業者としては，わが国ではランサーズや

CrowdWorksなど，海外では米国の Elance（Upwork Global Inc.）と oDesk

（Elanceと合併），オーストラリアの Freelancerなどの企業があり，事業を

展開している。

　⑵　多品揃業務＋高専門性業務（多機能型）

　この分野のクラウドソーシング事業者は，自社を他社とサービスの差別

化するために自社のポジショニングを高専門性の多機能型と位置付けてお

8）　クラウドソーシングは特化型へ，海外のプレイヤーから見るクラウドソー
シングの今（2014）<http://jp.techcrunch.com/2014/04/07/crowdsourcing-

trend/>（2015年９月18日確認）
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　（注）　2013年 12月，Elanceと oDeskは合併し，世界最大のクラウドソーシング事
業者となった。

（出所）　TechCrunch Japan （2014）『クラウドソーシングは特化型へ、海外のプレイヤ
ーから見るクラウドソーシングの今』を基に筆者作成。

図５　クラウドソーシング事業者のポジショニング（海外）

（出所）　筆者作成。

図４　クラウドソーシング事業者のポジショニング（日本）
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り，作業者にはWebサイトを介して商品コンセプトと技術力のあるメー

カーを結ぶなど，ユニークな新商品・新サービスを作ったり，既存のサー

ビスをミックスしたサービスを提供したり，専門性の高い業務を幅広く揃

えて提供している。

　代表的なクラウドソーシング事業者としては，わが国では Dmet idea

（様々なアイディアの実現），Wemake（オープンデザイン活用のダンボール家具）

など，海外ではMarblar（技術・特許利用），InnoCentive（専門家の解決策）

などの企業があり，事業を展開している。

　⑶　特定業務＋高専門性業務（特定機能型）

　この分野のクラウドソーシング事業者は，自社を他社とサービスの差別

化するために自社のポジショニングを高専門性の特定機能型と位置付けて

おり，作業者には各分野の専門家がカスタマーケアを代行，プロのカメラ

マンが写真や動画を撮影，モバイル端末を通じてリアルタイム通訳，ロゴ

作成やデザインをコンペ式で発注，会社のブログ執筆を外部のブロガーに

依頼などの特定の業務に特化，そのうえで専門性の高い業務・スキルが要

求される業務を提供している。

　代表的なクラウドソーシング事業者としては，わが国では Conyac（翻

訳），Voip!（写真・動画撮影），MUGENUP（イラスト制作），designclue（デ

ザイン・イラスト制作），Viibar（動画制作）など，海外では Smart Shoot（写

真・動画撮影），Directly（カスタマーケア），Babelverse（通訳），99designs

（デザインコンペ），LawPivot（弁護士），Bugcrowd（バグ発見），Assembly

（アプリ協働開発），Zirtual（秘書），GoodBlogs（ブログ執筆）などの企業が

あり，事業を展開している。

　⑷　多品揃業務＋低専門性業務（多機能型）

　この分野のクラウドソーシング事業者は，自社を他社とサービスの差別

化するために自社のポジショニング低専門性の多機能型と位置付けてお
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り，作業者には簡単な家事やお使いなどを代行，オンラインでの入力作業

や簡単なアンケートなどの作業，データ入力やライティングなどの事務作

業，モノを売らないフリーマーケットなどの特定の業務に特化，そのうえ

で専門性の低い業務・スキルが要求されない業務を提供している。

　代表的なクラウドソーシング事業者としては，わが国ではココナラ（フ

リーマーケット），nanapi works（記事執筆），shufti（事務作業専門）など，海

外では TaskRabbit（家事・お使い代行），Zaarly（家事・お使い代行），

Amazon Mechanical Turk（入力作業・アンケート），Crowdflower（事務作業

の委託・管理）などの企業があり，事業を展開している。

　⑸　特定業務＋低専門性業務（特定機能型）

　この分野のクラウドソーシング事業者は，自社を他社とサービスの差別

化するために自社のポジショニング低専門性の特定機能型と位置付けてお

り，作業者には依頼主（事業者）が出すお題に対して気に入ったものを買

い取る，部屋の掃除を代行，実店舗でのアンケート依頼などの特定の業務

に特化，そのうえで専門性の低い業務・スキルが要求されない業務を提供

している。

　代表的なクラウドソーシング事業者としては，わが国では Bears（女性

の愛する心を支援），Sansan（名刺管理）など，海外では Scoopshot（写真撮

影），Homejoy（掃除），Mobee（アンケート）などの企業があり，事業を展

開している。

4.4　クラウドソーシングのメリットとデメリット

　クラウドソーシングのビジネスモデルにおいて，作業を発注する大企

業・中小企業・各種法人などの一般的な事業者（発注者），および作業を受

注する広く一般の不特定多数の個人である作業者（受注者）には，以下の

ような主なメリットとデメリットが存在する。
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　⑴　事業者のメリットとデメリット

①　事業者のメリット

　第１は，最適な作業者を短時間で探索できることである。これまで，人

材を正社員として雇用する場合には，社員募集，履歴書提出，面接，採

用，試用期間，正規採用などの手続きを経ることが長期間にわたってい

た。また，採用した人材の品質（能力）は，採用後にしか評価・判断でき

ない状況である。しかし，クラウドソーシングを活用することで，作業者

に関する評価・評判などの人材情報（作業者情報）を事前に入手すること

で，迅速に業務内容とその能力に見合った作業者を探索できる。

　第２は，業務コストを圧縮できることである。これまで，正社員での雇

用の場合には，業務の繁忙期においても，あるいは閑散期においても，あ

る一定以上のコスト（人件費）が発生していた。しかし，クラウドソーシ

ングを活用することで，正社員にかかる費用は，労働集約的な業務からコ

ア・コンピタンスを確立できる業務に集中できる。また，従来の人員計画

では，月末のみ多忙になる業務や突発的に発生する業務などの作業の量に

波がある場合に備えて，人員配置が必要であったが，人員が必要な場合に

のみ活用すれば良いのである。

　第３は，業務のコラボレーションができることである。これまで，正社

員として雇用して業務（プロジェクト）を担当させる場合には，組織内の

個人，あるいはグループですべての業務を遂行していた。しかし，クラウ

ドソーシングを活用することで，業務の一部作業部分のみを発注できる。

つまり，業務を発注する場合，いくつかの作業に分割することで，参加す

る作業者間で得意分野のみを任せることが可能で，効率的な作業を遂行で

きる。

②　事業者のデメリット

　第１は，情報セキュリティの確保である。事業者は，組織外の第三者で
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ある作業者へ業務を委託することになる。業務には，作業者に対してビジ

ネスのアイディアやプラン，スキーム，プロセス顧客情報などの情報を渡

さないと成り立たないこともあるため，作業者を介して機密情報が外部へ

漏れてしまう可能性がある。したがって，業務を発注した場合には，ビジ

ネスノウハウなどの知り得た情報，あるいは個人情報の扱いについてどう

対応するのかを発注前に決めておく必要がある。

　第２は，作業者における資質の管理である。事業者は，発注した業務内

容が期限通りに，かつ期待した内容で業務を遂行されるかの確認が必要で

ある。特定の作業者に対して，過去の実績を基に継続して業務を発注する

場合は，納品される業務成果の心配は必要ない。しかし，実際には事業者

の発注した案件には常に10件以上の応募が集まるので，新しい作業者を探

す手間や時間の方が，過去の実績をもとに継続して業務を発注するよりも

簡単なことが多いことがある。したがって，その場合には，発注候補者で

ある作業者のスキルや過去の仕事内容，評価を確認する必要がある。

　第３は，手数料の発生である。事業者と作業者が業務に関するマッチン

グを行うためには， クラウドソーシング事業者（クラウドソーシング・プラ

ットフォーム）を利用する必要がある。クラウドソーシング・プラットフ

ォームには，システム開発，デザイン，画像処理，データ入力など，得意

な業務分野が異なるが，発生する手数料もそれぞれクラウドソーシング・

プラットフォームごとに異なることになる。したがって，その意味では，

当該事業者のビジネスが低価格で効果的な成果を発揮するためには，クラ

ウドソーシング・プラットフォームの選択は重要となってくるのである。

　⑵　作業者のメリットとデメリット

①　作業者のメリット

　第１は，時間の有効活用が可能となることである。作業者は，業務を開

始する時間も，終了する時間も自分で管理することが可能である。したが
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って，主婦であれば家事の合間・子育ての合間・介護の合間など，あるい

は学生であれば授業がない時間・休祭日など，作業者は， 間時間をうま

く使って，短い時間で完了できる業務やアイディア募集などの業務を受注

することができる。

　第２は，自由に業務条件を選択できることである。作業者は，業務の場

所や時間を選ばずに作業ができることである。従来，正社員による雇用で

は，決められた場所，決められた時間帯，決められたスケジュール，決め

られたデバイスなどに基づいた業務の遂行が必須となっていた。しかし，

クラウドソーシングでは，インターネット環境さえあれば，作業者は都市

部や農村部，過疎地，諸島，および海外などの特定の作業場所や時間帯を

選ばずに，いつでもどこでも業務を行うことが可能となる。

　第３は，自由に業務内容を選択できることである。作業者は，自分の好

きな業務や得意とする業務，高いスキルを有する業務などの作業ができる

ことである。従来，正社員による雇用では，上司から部下への業務命令に

基づき，業務を遂行していた。しかし，クラウドソーシングでは，作業者

は自由に興味のある業務内容や業務の一部分，あるいは高いスキルを身に

付けている業務などの好きな作業のみを選択できる。

　第４は，煩わしい人間関係が発生しないことである。事業者と作業者と

のコミュニケーションは，基本的にはメールが利用される。作業者が業務

を進めるうえで，直接，事業者に会う必要もないので，余分な会話が発生

することなく煩わしい人間関係は発生しないことになる。また，やりとり

そのものはもちろんのこと，そのためのスペースの確保，そこへ向かうま

での交通費も必要ない。

②　作業者のデメリット

　第１は，得られる報酬が高くないことである。事業者がクラウドソーシ

ングを利用するメリットの１つは，従来の正社員やアウトソーシングの費
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用よりも安価に業務を発注できることである。また，一般的に業務（プロ

ジェクト）の発注形態は，全体での発注もあるが，業務が細分化されて，

一部作業部分のみの発注も可能となっている。したがって，そのために業

務に対する報酬額は高い金額とは言えず，ある一定の報酬額を希望する場

合には，ある程度の数をこなす必要がある。

　第２は，信頼できる事業者の確認である。前述のように，事業者と作業

者とのコミュニケーションは，基本的にはメールで行われる。直接，出会

ってのコミュニケーションではないので，業務遂行上，意思疎通ができて

いない場合がある。事業者のなかには，契約にはない業務を押し付けた

り，プロジェクトの進行中に音信不通になったり，報酬を踏み倒そうとす

る可能性がある。したがって，中には発注内容や規則などを確認し，事業

者が過去に発注した依頼内容を事前に確認する必要がある。

　第３は，信頼できる情報システムの確認である。前述のように，当初，

事業者と作業者とのコンタクトは，Webサイトであるクラウドソーシン

グ・プラットフォームを介して行われる。近年，水飲み場型攻撃ややり取

り型（メール）攻撃といった標的型攻撃などの高度サイバー攻撃が極めて

大きな脅威となっており，特定の目的のもと，特定の組織に狙いを定めた

攻撃が行われる傾向が見られる。クラウドソーシング・プラットフォーム

においても例外ではなく，この脅威に対応していくことが情報システム上

の課題である。この対応が疎かになると，作業者情報が漏洩したり，架空

の発注・受注が行われたり，身に覚えのない被害が及ぶからである。

５．お わ り に

　これまで考察してきたように，現在の情報化社会において，ICTを活用

した新しいビジネスモデルを構築，インターネットのWebサイトを介し

て見知らぬ事業者（企業）と不特定多数の作業者（個人）を結び付けるビ
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ジネスモデルとして，注目を浴びているのがクラウドソーシングである。

インターネットの特性には「能動性」，「双方向性」，「検索性」，「リピート

性」があり，クラウドソーシングでは ICTを活用して，この特性を生か

したビジネスを展開している。

　能動性（Motility）は，個人ユーザーがインターネットを活用して能動的

に自分の知りたい情報を探す特性のことで，クラウドソーシングでは作業

者自らがWebサイトであるクラウドソーシング・プラットフォームを使

って目的の業務情報に辿り着くようになっている。

　双方向性（Interactive）は，個人ユーザーと情報発信者間の双方向のコミ

ュニケーション特性のことで，クラウドソーシングでは事業者からの１つ

の業務情報が多数の作業者によって様々な派生的情報（経歴・評価・評判・

スキルなど）を生み出す空間に生まれ変わっている。

　検索性（Sear ch Characteristics）は，ICTによってインターネット上のあ

らゆる情報を検索できる特性のことで，クラウドソーシングでは事業者も

作業者も今日の膨大な業務情報のなかから，自分が入手したい情報へ，ほ

とんど手間をかけることなく辿り着けるようになっている。

　リピート性（Repeat Characteristics）は，一度消えた情報に再びアクセス

し入手する特性のことで，クラウドソーシングでは事業者と作業者のそれ

ぞれが業務に関する情報を意図的に削除しない限り，その情報は残ってい

て，コンテンツの更新はあるにしても重要なものは維持される。

　クラウドソーシングでは，従来の正社員を中心とした雇用形態や作業形

態までも変えている。従来のわが国における人材雇用の形態は，企業と個

人との雇用契約の締結による正社員というのが主要な形態であった。しか

し，クラウドソーシングの導入では，事業者が広く一般の不特定多数の個

人に対する業務を発注することで，企業と個人との間で雇用契約の締結に

よる雇用関係は存在せずに業務を遂行できるようになったのである。ま
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た，インターネット環境さえあれば，作業者は都市部や農村部，過疎地，

諸島，および海外などの特定の作業場所や時間帯を選ばずに，いつでもど

こでも業務を行うことが可能となったのである。

　また，クラウドソーシングの導入では，作業者の生活スタイルも変える

可能性が高い。例えば，地方や群島に住居する人や育児中の人，家事に忙

しい人，介護を抱えている人などに対して，新たな仕事を創出することが

可能となり，働き方の新しいスタイルを提供することにもつながってい

る。また，専門的なスキルを持ち合わせているが，結婚退職などでスキル

を生かせない人，時間的な都合でスキルを生かせない人などに対して，新

たな仕事を創出することが可能となり，専門家に対して新たな活躍の場を

生み出し，これまで高額な報酬が必要であったサービスを安価に提供する

ことが可能になったのである。

　クラウドソーシングという仕組みが広まることで，個人の働き方や生き

方には選択肢が生まれてきており，今後，クラウドソーシングが普及して

いくことにより，様々な活用の仕方が見られるようになっていくものと思

われる。
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（2015年９月18日確認）
クラウドソーシングサービス市場に関する調査結果2014（2014）<https://www.

yano.co.jp/press/press.php/001275>（2015年９月18日確認）
クラウドソーシングと印刷通販の比較一覧（2015）<http://newcrowdnote.net/>

（2015年９月18日確認）
クラウドソーシングは特化型へ，海外のプレイヤーから見るクラウドソーシングの
今（2014）<http://jp.techcrunch.com/2014/04/07/crowdsourcing-trend/>

（2015年９月18日確認）
クラウドソーシング比較しちゃいました！（2014）<http://www.biz-samurai.com/

crowdsourcing/remuneration.html>（2015年９月18日確認）
クラウドワークスの働き方（2015）<http://redsunset777.blog.fc2.com/blog-entry-　　　

94.html>（2015年９月18日確認）
在宅ワークマガジン（2015）<http://www.shufti.jp/magazine/>（2015年９月18日確
認）

タスク制のクラウドソーシングの時給は一体いくら？　クラウドソーシングは稼げ
るのか？（2015）<http://www.hibinonikki.club/entry/2015/02/13/065433>（2015
年９月18日確認）

2015年５つの ITトレンドと関連する HRスタートアップ（後半）（2015）<http://

www.hrtech.work/entry/2015/03/04/100911>（2015年９月18日確認）
2015年５つの ITトレンドと関連する HRスタートアップ（前半）（2015）<http://

www.hrtech.work/entry/2015/03/03/142523>（2015年９月18日確認）
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ボクシルマガジン！（2015）<http://boxil.jp/magazine/multi-crowdsourcing/>（2015　　　
年９月18日確認）

crowdsourcing.japan（2015）<http://crowdsourcing.jpn.com/>（2015年９月18日確
認）

D．企業サイト
99designs (99designs) <http://en.99designs.jp/>（2015年９月18日確認）
Amazon Mechanical Turk (Amazon. com, Inc) <https://www.mturk.com/mturk/

welcome>（2015年９月18日確認）
Assembly (Assembly) <https://assemblymade.com/>（2015年９月18日確認）
Babelverse (Babelverse) <http://babelverse.com/>（2015年９月18日確認）
Bugcrowd (Bugcrowd) <https://bugcrowd.com/>（2015年９月18日確認）
Crowdfl ower (CrowdFlower, Inc.) <http://www.crowdfl ower.com/>（2015年９月18

日確認）
crowdsourcing. org (Crowdsourcing LLC.) <http://www.crowdsourcing.org/>（2015
年９月18日確認）

crowdSRRING (crowdSPRING, LLC.) <http://www.crowdspring.com/>（2015年９月
18日確認）

crowd.net (crowdtasks corp-) <http://www.crowd.net/>（2015年９月18日確認）
Directly (Directly, Inc.) <https://www.directly.com/home>（2015年９月18日確認）
Elance (Upwork Global Inc.) <http://ptc.elance.com/>（2015年９月18日確認）
Freelancer.com (Freelancer Technology Pty Limited) <https://www.freelancer.com/>

（2015年９月18日確認）
GoodBlogs (GoodBlogs, LLC.) <http://www.goodblogs.com/>（2015年９月18日確

認）
GradCAD (GrabCAD) <https://grabcad.com/>（2015年９月18日確認）
Homejoy (Homejoy, Inc.) <https://www.homejoy.com/>（2015年９月18日確認）
InnoCentive (InnoCentive, Inc.) <http://www.innocentive.com/>（2015年９月18日確
認）

Kaggle (Kaggle Inc.) <https://www.kaggle.com/>（2015年９月18日確認）
LawPivot (Law Pivot Inc.) <https://www.crunchbase.com/organization/law-pivot>

（2015年９月18日確認）
Logotournament (Quinn Ventures Inc.) <http://logotournament.com/>（2015年９月

18日確認）
Marblar (Marblar Ltd,) <http://marblar.com/technologies>（2015年９月18日確認）
Mobee (Mobee) <http://www.getmobee.com/>（2015年９月18日確認）
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NineSigma (NineSigma,Inc.) <http://www.ninesigma.com/>（2015年９月18日確認）
oDesk (Upwork Global Inc.) <https://www.upwork.com/>（2015年９月18日確認）
PeoplePerHour (PeoplePerHour Inc.) <https://www.peopleperhour.com/>（2015年

９月18日確認）
Qulrky (Quirky,Inc.) <https://www.quirky.com/>（2015年９月18日確認）
Scoopshot (Scoopshot Inc.) <https://www.scoopshot.com/>（2015年９月18日確認）
SmartShoot (SmartShoot Inc.) <http://www.smartshoot.com/>（2015年９月18日確
認）

TaskRabbit (TaskRabbit) <https://www.taskrabbit.com/>（2015年９月18日確認）
uTest (uTest Inc.) <http://www.utest.com/>（2015年９月18日確認）
yet2.com (yet2.com) <http://www.yet2.com/>（2015年９月18日確認）
YourEncore (YourEncore) <http://www.yourencore.com/>（2015年９月18日確認）
Zaarly (Zaarly) <https://www.zaarly.com/>（2015年９月18日確認）
Zirtual (Zirtual) <https://www.zirtual.com/>（2015年９月18日確認）
猪八戒 (ZBJ Network Inc.) <http://www.witmart.com/cn/>（2015年９月18日確認）
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ソ
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①
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テ
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限
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を
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あ
る
。
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サ
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サ
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） 

②
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に
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し
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務
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式
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。

①
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ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
），
口
コ
ミ
被
リ
ン
ク
対
策

 A
na

ly
s（
株
式
会
社

ウ
ェ
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サ
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③
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型

自
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の
事
業
課
題
を
世
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に
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し
，
自
社

で
保
有
し
て
い
な
い
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画
力
や
技
術
力
，
開
発

力
を
外
部
に
広
く
求
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て
，
業
務
の
発
注
を
行

う
こ
と
で
人
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の
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グ
を
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方
式
で
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0
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あ
る
。

⑵
 報
酬

分
類
型

①
ギ
フ
ト
型

A
m
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o.
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や
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va

ri
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ど
が
取
り
扱
う

商
品
の
購
入
に
利
用
で
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m
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を
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pp
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re
で
交
換
で
き
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iT
un

es
ギ
フ
ト
を
利
用
し
て
，

報
酬
を
受
け
取
る
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式
で
あ
る
。

Sh
in

ob
iマ
イ
ク
ロ
タ
ス
ク
（
株
式
会
社
サ
ム
ラ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
），

Sh
in

ob
i

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
株
式
会
社
サ
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ラ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
），
漫
画
ア
ド
（
株
式
会

社
サ
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ラ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
），
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O
U
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C

R
E
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E
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式
会
社
ホ
ッ
ト
コ
コ

ア
）

②
ポ
イ
ン
ト
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々
な
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ビ
ス
か
ら
，
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X
や

Po
in

t 
E

xc
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ng
e，

T
ポ
イ
ン
ト
な
ど
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ポ
イ
ン
ト
を

集
め
て
，
現
金
換
金
や
電
子
マ
ネ
ー
・
マ
イ

ル
・
各
種
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
・
移
行
を
行
い
，

報
酬
を
受
け
取
る
方
式
で
あ
る
。

Sh
in
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iマ
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ロ
タ
ス
ク
（
株
式
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サ
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ク
ト
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），
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サ
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ク
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サ
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ク
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型

Pa
yp

al
な
ど
の
世
界
有
数
の
決
済
代
行
会
社
を

利
用
し
て
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取
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る
。
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。
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取
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。
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る
。
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ブ
ル
ト
ア
），

C
R

O
W

D
（
株
式
会
社
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
），

TA
LE

N
T
（
株
式
会
社
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
），

M
U

G
E

N
U

P（
株
式
会
社

M
U

G
E

N
U

P）
，

C
ra

ud
ia
（
株
式
会
社
エ
ム
フ
ロ
），

C
ro

w
dW

or
ks
（
株
式
会

社
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
），

Jo
b-

H
ub
（
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク
）

②
コ
ン
テ

ス
ト

/
コ
ン
ペ
型

固
定
給
型

デ
ザ
イ
ン
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
，
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

な
ど
，
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
介
し
て
，
コ
ン
ペ
形
式
で
作
品
を
募

集
し
，
最
も
優
れ
た
も
の
の
中
か
ら
選
定
す
る

方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
で
は
，
広
く
多
く
の

作
品
や
ア
イ
デ
ア
，
企
画
な
ど
を
集
め
て
，
そ

の
中
か
ら
優
れ
た
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
に
な

る
。
課
題
解
決
や
創
造
的
な
作
業
で
，
1
件
当

た
り
の
報
酬
は
数
万
円
か
ら
百
万
円
超
程
度
と

な
る
。

ワ
ー
ク
シ
フ
ト
（
ワ
ー
ク
シ
フ
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
），

C
O

M
PE

 J
A

PA
N
（
コ
ン
ペ
ジ
ャ
パ
ン
）（
株
式
会
社
ベ
レ
ネ
ッ
ツ
），

LO
G

O
.

JP
 C

O
N

C
O

U
R

S（
ロ
ゴ
ジ
ェ
ー
ピ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
）（
株
式
会
社
ベ
レ
ネ
ッ
ツ
），

LO
G

O
.J

P（
ロ
ゴ
ジ
ェ
ー
ピ
ー
）（
株
式
会
社
ベ
レ
ネ
ッ
ツ
），

Vo
ip

!（
株
式
会

社
G

ro
od
），

Sa
go

oo
ワ
ー
ク
ス
（
株
式
会
社
ウ
ィ
ル
ゲ
ー
ト
），

Sh
in

ob
iラ
イ

テ
ィ
ン
グ
（
株
式
会
社
サ
ム
ラ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
），

na
na

pi
ワ
ー
ク
ス
（
株
式

会
社

na
na

pi
），
漫
画
ア
ド
（
株
式
会
社
サ
ム
ラ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
），

G
R

O
U

P 
C

R
E

A
T

E
（
株
式
会
社
ホ
ッ
ト
コ
コ
ア
），

TA
LE

N
T
（
株
式
会
社
フ
ル
ス
ピ
ー

ド
），

de
si

gn
cl

ue
（

Pu
rp

le
C

ow
株
式
会
社
），

C
ro

w
dG

at
e（
ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー

ト
株
式
会
社
），

M
U

G
E

N
U

P（
株
式
会
社

M
U

G
E

N
U

P）
，
フ
リ
ー
ス
ト
ッ
ク

（
株
式
会
社
ア
ー
ル
ス
ト
ー
ン
），

C
-te

am
（
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
），

FA
ST

D
E

SI
G

N
（
エ
フ
・
プ
ラ
ッ
ト
株
式
会
社
），

A
bi

ft（
株
式

会
社

G
M

W
），
コ
コ
ナ
ラ
（
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
セ
ル
フ
），

C
ra

ud
ia
（
株
式
会

社
エ
ム
フ
ロ
），

C
ro

w
dW

or
ks
（
株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
），
ラ
ン
サ
ー
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類
型

ズ
（
ラ
ン
サ
ー
ズ
株
式
会
社
），

Jo
b-

H
ub
（
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク
）

③
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型

固
定
給
型

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
な
ど
，
発
注
者
が
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
告
知
し
た
業
務

に
お
い
て
，
作
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
，

発
注
先
を
選
定
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式

で
は
，
各
作
業
者
の
業
務
の
質
に
関
す
る
情
報

を
事
前
に
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
，
そ
の
情

報
に
基
づ
き
ス
キ
ル
や
評
価
，
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
判
断
し
た
う
え
で
業
務
の
発
注
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
は
見
積
も
り
（
価
格
・
納
期
・

内
容
）
を
募
集
・
入
札
し
，
発
注
先
を
決
め
る

こ
と
に
な
る
。
あ
る
一
定
の
完
結
し
た
作
業
で
，

1
件
当
た
り
の
報
酬
は
数
万
円
か
ら
百
万
円
超

程
度
と
な
る
。

ワ
ー
ク
シ
フ
ト
（
ワ
ー
ク
シ
フ
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
），

Vo
ip

!
（
株
式
会
社

G
ro

od
），

E
C

 w
or

ke
rs
（
エ
ン
パ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
株
式
会
社
），

T
E

ST
E

R
A
（
株
式
会
社
楽
堂
），
口
コ
ミ
被
リ
ン
ク
対
策

 A
na

ly
s（
株
式
会
社

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
），

O
FF

A
R

T
S（
合
同
会
社
ゼ
ソ
ッ
ト
），

TA
LE

N
T
（
株
式

会
社
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
），

Sm
ar

tW
or

k（
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
），

C
ro

w
dG

at
e（
ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー
ト
株
式
会
社
），

M
U

G
E

N
U

P（
株
式
会
社

M
U

G
E

N
U

P）
，

Pr
oF

in
de

r（
株
式
会
社

I&
G
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
），
フ
リ
ー
ス
ト

ッ
ク
（
株
式
会
社
ア
ー
ル
ス
ト
ー
ン
），

FA
ST

D
E

SI
G

N
（
エ
フ
・
プ
ラ
ッ
ト
株

式
会
社
），

FA
ST

PH
O

T
O
（
エ
フ
・
プ
ラ
ッ
ト
株
式
会
社
），
シ
ュ
フ
テ
ィ
（
株

式
会
社
う
る
る
），

C
ra

ud
ia
（
株
式
会
社
エ
ム
フ
ロ
），

C
ro

w
dW

or
ks
（
株
式

会
社
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
），
ラ
ン
サ
ー
ズ
（
ラ
ン
サ
ー
ズ
株
式
会
社
），

Jo
b-

H
ub
（
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク
）

時
給
型

作
業
者
の
パ
ソ
コ
ン
に
時
間
管
理
の
ソ
フ
ト
を

導
入
し
，
働
い
た
分
だ
け
，
時
間
換
算
で
報
酬

を
支
払
う
。
固
定
報
酬
型
（
出
来
高
型
）
で
は

何
ら
か
の
成
果
物
や
納
品
物
が
必
須
と
な
る
が
，

時
給
型
は
そ
れ
が
無
く
て
も
取
り
組
み
さ
え
し

て
い
れ
ば
良
い
。

C
ra

ud
ia
（
株
式
会
社
エ
ム
フ
ロ
），

St
ar

tu
pL

ab
o（
株
式
会
社

St
ar

tu
p 

Te
ch

no
lo

gy
），

C
ro

w
dW

or
ks
（
株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
），
ラ
ン
サ
ー

ズ
（
ラ
ン
サ
ー
ズ
株
式
会
社
），

Jo
b-

H
ub
（
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク
）

　（
注
） 　
2
0
1
3
年
1
2
月
，

E
la

nc
e
と

oD
es

k
が
合
併
合
意
，
2
0
1
4
年
に
は
世
界
最
大
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社

U
pw

or
k 

G
lo

ba
l 

In
c.
と
な
っ
た
。
2
0
1
5
年
，

oD
es

k
は

U
pw

or
k 

G
lo

ba
lへ
名
称
を
変
更
し
た
。

（
出
所
）　
筆
者
作
成
。
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付
表
２
　
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
な
企
業

サ
ー
ビ
ス
名

事
業
者

H
P

サ
ー
ビ
ス
開

始
，
ま
た
は

会
社
設
立

登
　
録

会
員
数

（
概
算
）

業
務
内
容

特
　
　
　
徴

支
払
い

方
　
法

（
報
酬
受
取
）

利
　
用

手
数
料

発
注
方
式

1
Ab

ift
株
式
会
社

G
M

W
ht

tp
:/

/
w

w
w.

g-
m

-w
.jp

/
2
0
0
8
年
1
2
月

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
サ
イ
ト
更
新
， 

FL
AS

H
・

動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン

ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質

問
/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

5
0
0
円
の
ワ
ン
コ
イ
ン
で

で
き
る
こ
と
を
売
買
す

る
。

販
売
代
金

の
3
0
％

コ
ン
ペ
型

2
CO

M
PE

 JA
PA

N
（
コ
ン
ペ
ジ

ャ
パ
ン
）

株
式
会
社

ベ
レ
ネ
ッ
ツ

ht
tp

:/
/

w
w

w.
co

m
pe

-
ja

pa
n.

co
m

/

2
0
1
0
年
６
月

4
2
0
イ
ラ
ス
ト
制
作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ

制
作
， 
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
， 
バ
ナ
ー

制
作

プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み

が
登
録
で
き
る
。
名
刺
・

封
筒
・
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
・
マ
ン
ガ
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
が
賞
金
制
で
行
え
る
。

Pa
yp

al
，

銀
行
振
込

案
件
に
よ

り
異
な
る

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型

3
Cr

au
di

a
株
式
会
社

エ
ム
フ
ロ

ht
tp

:/
/

w
w

w.
cr

au
di

a.
co

m
/

2
0
1
2
年
９
月

2
0
0

,0
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト

/  
2
D
・
3
D
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

開
発
・
デ
ザ
イ
ン
・
執
筆

な
ど
幅
広
い
業
務
を
掲
載

し
て
い
る
。

銀
行
振
込

採
用
報
酬

の
３
％
か

ら
1
5
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
， 

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型
， プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
， タ
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制
作
，

新
，

動
画
制
作
， 
サ
イ
ト
構
築
， 

CM
S

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導

入
， 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系

シ
ス
テ
ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン
ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質
問

/
留
守
番
電
話

/
各
種

代
行
， 画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

，
イ
ム
カ
ー

ド
型

4
CR

O
W

D
株
式
会
社

リ
ア
ル
ワ
ー

ル
ド

ht
tp

:/
/

w
w

w.
re

al
w

or
ld

.
jp

/c
ro

w
d/

2
0
0
8
年
1
2
月

4
0
6

,3
0
0
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画

撮
影
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン
ケ

ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質
問

/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 
チ

ェ
ッ
ク

記
事
作
成
・
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
，
写
真
撮
影
，
デ
ー
タ

入
力
な
ど
を
行
う
。
報
酬

は
ポ
イ
ン
ト
で
支
払
わ
れ

る
。

Po
in

t
Ex

ch
an

ge
無
料

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

5
Cr

ow
d

G
at

e
ク
ラ
ウ
ド
ゲ

ー
ト

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
cr

ow
d

ga
te

.n
et

/

2
0
1
2
年
４
月

8
,0
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
ゲ
ー
ム
イ
ラ
ス
ト
な
ど
に

強
み
が
あ
る
。

銀
行
振
込

依
頼
金
額

の
1
5
％

コ
ン
テ
ス
ト

/
コ
ン
ペ

型
， プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型

6
Cr

ow
d

W
or

ks
株
式
会
社

ク
ラ
ウ
ド
ワ

ー
ク
ス

ht
tp

:/
/

cr
ow

dw
or

ks
.

jp
/

2
0
1
2
年
３
月

4
5

,0
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン

ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質

問
/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

ラ
ン
サ
ー
ズ
と
と
も
に
，

日
本
市
場
の
中
心
的
存
在

で
あ
る
。

経
産
省
な
ど
官
庁
・
行
政

関
連
の
業
務
も
受
注
す
る
。

大
手
企
業
と
も
連
携
し
て

い
る
。

銀
行
振
込

受
注
金
額

の
５
％
か

ら
1
5
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
， 

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型
， プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
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7

C-
te

am
株
式
会
社

リ
ク
ル
ー
ト

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

ht
tp

:/
/

c-
te

am
.jp

/
2
0
0
8
年
８
月

2
0

,0
0
0
バ
ナ
ー
制
作

バ
ナ
ー
広
告
に
特
化
し
て

い
る
。

銀
行
振
込

無
料

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型

8
de

si
gn

cl
ue

Pu
rp

le
Co

w
株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
de

si
gn

cl
ue

.c
o/

2
0
1
2
年
９
月

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作

ロ
ゴ
と
ア
イ
コ
ン
デ
ザ
イ
ン

に
強
み
，
登
録
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
全
体
の
9
5
％
以
上
が
海
外

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
，
報
酬
は

US
D
建
て
で
あ
る
。

Pa
yp

al
1
6
,9
0
0
円

か
ら

コ
ン
ペ
型

9
EC

 
w

or
ke

rs
エ
ン
パ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

ec
w

or
ke

rs
.jp

/
2
0
1
2
年
８
月

8
0
0

,0
0
0
サ
イ
ト
更
新

EC
サ
イ
ト
運
営
に
関
す

る
業
務
に
特
化
し
て
い

る
。

8
,0
0
0
円

か
ら

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

1
0

FA
ST

D
ES

IG
N

エ
フ
・
プ
ラ

ッ
ト

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
fa

st
-d

.
co

m
/

2
0
0
6
年
２
月

6
,0
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作

広
告
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

で
使
う
イ
ラ
ス
ト
や
漫
画
，

チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

行
う
。

Pa
yp

al
， 

銀
行
振
込

制
作
料
金

の
3
0
％

コ
ン
テ
ス
ト

/
コ
ン
ペ

型
， プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型

1
1

FA
ST

PH
O

TO
エ
フ
・
プ
ラ

ッ
ト

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
fa

st
-p

.
co

m
/

2
0
1
1
年
１
月

6
0
0
写
真

/
動
画
撮
影

写
真
撮
影
に
特
化
し
て
い

る
。

銀
行
振
込

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

1
2

G
RO

U
P

CR
EA

TE
株
式
会
社

ホ
ッ
ト
コ
コ

ア

ht
tp

:/
/

gr
ou

p-
cr

ea
te

.
jp

/

2
0
1
0
年
４
月

バ
ナ
ー
制
作

バ
ナ
ー
広
告
制
作
に
特
化

し
て
い
る
。
作
成
バ
ナ
ー

の
ク
リ
ッ
ク
率
で
報
酬
が

も
ら
え
る
。

Am
az

on
ギ
フ
ト
券

コ
ン
ペ
型

1
3

Jo
b-

H
ub

株
式
会
社

パ
ソ
ナ
テ
ッ

ク

ht
tp

:/
/

jo
bh

ub
.jp

/
2
0
1
2
年
８
月

8
,6
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト

/ 
2
D
・
3
D
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
み
な
ら
ず
，
事
務

系
業
務
も
掲
載
し
て
い
る
。

他
社
は
作
業
者
に
対
し
て

手
数
料
を
徴
収
し
て
い
る

の
に
対
し
て
，

jo
b-

H
ub

で
は
依
頼
者
側
か
ら
1
0
％

銀
行
振
込

1
0
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
， 

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型
， プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
型



150
動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン

ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質

問
/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

の
手
数
料
を
取
っ
て
い

る
。

1
4

LO
GO

.JP
 

CO
NC

OU
RS

（
ロ
ゴ
ジ
ェ

ー
ピ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
）

株
式
会
社

ベ
レ
ネ
ッ
ツ

ht
tp

:/
/

co
m

pe
.lo

go
.jp

/
co

nc
ou

r/

2
0
0
9
年
1
0
月

4
2
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み

が
登
録
で
き
る
。
ロ
ゴ
デ

ザ
イ
ン
を
コ
ン
ク
ー
ル
賞

金
制
で
コ
ン
ペ
が
き
る
。

楽
天
と
提
携
し
て
お
り
，

楽
天
シ
ョ
ッ
プ
店
舗
の
人

は
賞
金
設
定
可
能
で
あ

る
。

Pa
yp

al
， 

銀
行
振
込

楽
天
シ
ョ

ッ
プ
店
舗

限
定
：

9
,8
0
0
円

か
ら

,
一
般
オ
ー

ダ
ー
：

3
0
,0
0
0
円

か
ら

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型

1
5

LO
G

O
.JP

（
ロ
ゴ
ジ
ェ

ー
ピ
ー
）

株
式
会
社

ベ
レ
ネ
ッ
ツ

ht
tp

:/
/

w
w

w.
lo

go
.jp

/
1
9
9
9
年
８
月

4
2
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

ロ
ゴ
制
作
に
特
化
し
て
い

る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
み
を
採
用
し
て
い
る
。

Pa
yp

al
， 

銀
行
振
込

３
案
は
プ

レ
ゼ
ン
無

料
＋
採
用

時
3
1

,5
0
0

円
，
３
案

以
上
は

5
2
,5
0
0
円
。

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型

1
6

M
U

G
EN

U
P
株
式
会
社

M
U

G
EN

-
U

P

ht
tp

:/
/

m
ug

en
up

.c
om

/
2
0
1
1
年
６
月

1
0

,0
0
0
イ
ラ
ス
ト
制
作

ゲ
ー
ム
向
け
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
制
作
（
2
D
イ
ラ

ス
ト

/3
D
）
に
特
化
し
て

い
る
。

銀
行
振
込

ク
リ
エ
ー

タ
ー
は
無

料

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
， 

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型
， プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
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1
7

na
na

pi
ワ
ー
ク
ス

株
式
会
社

na
na

pi
ht

tp
:/

/
w

or
ks

.n
an

ap
i.

jp
/

2
0
1
0
年
８
月

3
0

,5
0
0
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

na
na

pi
の
記
事
執
筆
に
特

化
し
て
い
る
。
報
酬
は
ポ

イ
ン
ト
で
支
払
わ
れ
る
。

Pe
X

無
料

コ
ン
ペ
型

1
8

O
FF

AR
TS

合
同
会
社

ゼ
ソ
ッ
ト

ht
tp

:/
/

w
w

w.
of

fa
rt

s.
co

.jp
/t

op
/

2
0
1
2
年
５
月

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ

グ
・
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・

会
社
案
内
・
名
刺
・
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク

制
作
に
特
化
し
て
い
る
。

銀
行
振
込

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

1
9

Pr
oF

in
de

r
株
式
会
社

I&
G

パ
ー
ト
ナ
ー

ズ

ht
tp

:/
/

w
w

w.
pr

of
in

de
r.

as
ia

/

2
0
1
2
年
３
月

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
， バ
ナ
ー

制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
制
作
， 

サ
イ
ト
更
新
， 

FL
AS

H
・
動
画

制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ
ム
構
築

Fa
ce

bo
ok
ア
カ
ウ
ン
ト

を
利
用
，
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
依
頼
者
を
人
脈
で
結

ん
で
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

2
0

RE
PO

株
式
会
社

ブ
ル
ト
ア

ht
tp

s:
//

w
w

w.
bl

og
re

po
.

ne
t/

2
0
1
2
年
1
1
月

8
3

,0
0
0
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

記
事
や
口
コ
ミ
な
ど
の
執

筆
案
件
に
特
化
し
て
い

る
。

銀
行
振
込

無
料

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

2
1

Sa
go

oo
ワ
ー
ク
ス

株
式
会
社

ウ
ィ
ル
ゲ
ー

ト

ht
tp

:/
/

sa
go

oo
.c

om
/

w
or

ks
/

2
0
1
2
年
1
2
月

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

簡
単
な
記
事
作
成
に
特
化

し
て
い
る
。

銀
行
振
込

無
料

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型

2
2

Sh
in

ob
i

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク

株
式
会
社

サ
ム
ラ
イ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

ht
tp

s:
//

m
ic

ro
.b

iz
-

sa
m

ur
ai

.c
om

/

2
0
1
3
年
1
2
月

デ
ー
タ
入
力
， 
ア
ン
ケ
ー
ト
， 
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
， 質
問
， 各
種
代
行

誰
で
も
手
軽
・
簡
単
に
で

き
る
仕
事
，
好
き
な
業
務

内
容
を
好
き
な
時
間
に
好

き
な
だ
け
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
報
酬
は
ポ

イ
ン
ト
で
支
払
わ
れ
る
。

Am
az

on
ギ
フ
ト
券
，

 iT
un

es
， 

Pe
X

無
料

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

2
3

Sh
in

ob
i

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

2
0
1
1
年
８
月

3
7

,2
3
8
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

執
筆
案
件
に
特
化
し
て
い

Am
az

on
無
料

マ
イ
ク
ロ



152
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
サ
ム
ラ
イ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

p
cr

ow
d.

bi
z-

sa
m

ur
ai

.c
om

/

,
る
。
報
酬
は
ポ
イ
ン
ト
で

支
払
わ
れ
る
。

ギ
フ
ト
券
， 

iT
un

es
，

Pe
X

タ
ス
ク
型

2
4

Sk
et

s
株
式
会
社

AD
D

IX
ht

tp
s:

//
w

w
w.

sk
et

s.
jp

/
2
0
1
4
年
1
0
月

チ
ェ
ッ
ク

W
eb
サ
イ
ト
診
断
・
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト

に
特
化
し
て
い
る
。

1
0
％
か
ら

2
0
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

2
5

Sm
ar

t
W

or
k

デ
ジ
タ
ル
ハ

リ
ウ
ッ
ド

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
sm

ar
t

w
or

k-
jp

.n
et

/

2
0
1
2
年
５
月

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築

デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
卒

業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
た
運
営
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
が

契
約
主
体
と
な
る
。

０
円
か
ら

3
1
5
円

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

2
6

TA
LE

N
T

株
式
会
社

フ
ル
ス
ピ
ー

ド

ht
tp

:/
/

ta
le

nt
-w

or
ke

r.
co

m
/

2
0
1
3
年
４
月

9
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
， ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
バ
ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
制
作
， 
サ
イ
ト
更
新
， 

FL
AS

H
・
動
画
制
作
， 
サ
イ
ト

構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
， シ
ス
テ

ム
導
入
， 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
， 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

/
業

務
系
シ
ス
テ
ム
構
築
， チ
ェ
ッ
ク

株
式
会
社
ゲ
イ
ン
と
事
業

提
携
し
開
始
し
て
い
る
。

銀
行
振
込

2
,0
0
0
円
か

ら
報
酬
額

の
1
2
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
， 

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型
， プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
型

2
7

TE
ST

ER
A

株
式
会
社

楽
堂

ht
tp

s:
//

w
w

w.
te

st
er

a.
jp

/
2
0
1
0
年
２
月

チ
ェ
ッ
ク

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

W
eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
テ
ス
ト
に
特
化
し
て
い

る
。

銀
行
振
込

テ
ス
ト
報

酬
の
1
5
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
， 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
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2
8

Vo
ip

!
株
式
会
社

G
ro

od
ht

tp
:/

/
vo

i-p
.c

om
/

2
0
1
3
年
１
月

1
,5
0
0
写
真

/
動
画
撮
影

声
の
業
務
（
声
優
）
に
特

化
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

2
9

Ya
ho

o!
ク
ラ
ウ
ド
ソ

ー
シ
ン
グ

ヤ
フ
ー

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

cr
ow

ds
ou

rc
in

g.
ya

ho
o.

co
.jp

/

2
0
1
3
年
１
月

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
， 
そ
の
他
分
野

（
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン
ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質
問

/
各
種

代
行
）

簡
単
で
単
純
な
仕
事
に
特

化
し
て
い
る
。

 報
酬
は

T
ポ
イ
ン
ト
で
支
払
わ
れ

る
。

T
ポ
イ
ン

ト
マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

3
0
コ
コ
ナ
ラ

株
式
会
社

ウ
ェ
ル
セ
ル

フ

ht
tp

:/
/

co
co

na
la

.c
om

/
2
0
1
2
年
１
月

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン

ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質

問
/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

モ
ノ
を
売
ら
な
い
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

販
売
価
格

の
3
0
％

コ
ン
ペ
型

3
1
シ
ュ
フ
テ
ィ

株
式
会
社

う
る
る

ht
tp

:/
/

w
w

w.
sh

uf
ti.

jp
/

2
0
0
7
年
1
0
月

2
5

,1
6
2
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン

デ
ー
タ
入
力
や
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
事
務
作
業
を

掲
載
か
ら
発
展
さ
せ
る
。

銀
行
振
込

請
求
確
定

金
額
の
1
0

％

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
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ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質

問
/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

3
2
テ
ス
タ
ー

マ
イ
ス
タ
ー

フ
ォ
ー
・
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン

株
式
会
社

ht
tp

s:
//

te
st

er
m

ei
st

er
.

co
m

/

2
0
1
3
年
３
月

2
,5
0
0
写
真

/
動
画
撮
影
， 
デ
ー
タ
入

力
/
ア
ン
ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

/
質
問

/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， チ
ェ
ッ
ク

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

の
確
認
／
テ
ス
ト
， 

 ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
の
確

認
／
テ
ス
ト
， 

 フ
ィ
ー
チ

ャ
ー
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
確

認
／
テ
ス
ト
， 

 フ
ィ
ー
チ

ャ
ー
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
の
確

認
／
テ
ス
ト
， 
誤
字
脱
字

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
携
帯
コ

ン
テ
ン
ツ
の
検
証
に
特
化

す
る
。

銀
行
振
込

テ
ス
タ
ー

：
無
料

, 
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
：
依

頼
金
額
の

2
0
％

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

3
3
フ
リ
ー
ス
ト

ッ
ク

株
式
会
社

ア
ー
ル
ス
ト

ー
ン

ht
tp

:/
/

w
w

w.
fre

es
to

ck
.

jp
/

2
0
1
0
年
３
月

1
,0
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
， ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
制

作
， 
サ
イ
ト
更
新
， 

FL
AS

H
・
動

画
制
作
， 
サ
イ
ト
構
築
， 

CM
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ
ム
構

築
， デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン
ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質
問

/
留
守

番
電
話

/
各
種
代
行

シ
ス
テ
ム
開
発
，

W
eb
デ

ザ
イ
ン
な
ど
に
特
化
し
て

い
る
。
人
材
紹
介
会
社
が

運
営
し
て
い
る
。

銀
行
振
込

報
酬
の
1
0

％
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

3
4
ポ
ス
ト
コ

株
式
会
社

ウ
ェ
ブ
レ
ッ

ジ

ht
tp

:/
/

po
st

co
.jp

/
2
0
1
1
年
１
月

チ
ェ
ッ
ク

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
型

評
価
・
検
証
シ
ス
テ
ム
を

行
う
。
テ
ス
ト
の
ほ
か

W
eb
サ
イ
ト
の
レ
ビ
ュ
ー

Pe
X

無
料

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型
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な
ど
も
行
う
。
報
酬
は
ポ

イ
ン
ト
で
支
払
わ
れ
る
。

3
5
ま
と
め
ー
た

ー
株
式
会
社

ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス

ht
tp

:/
/w

w
w.

m
at

om
at

er
.

co
m

/

2
0
1
2
年
1
2
月

4
1
0
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ま
と
め
記
事
作
成
し
て
い

る
。

銀
行
振
込

無
料

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

3
6
み
ん
テ
ス

株
式
会
社

SH
IF

T
ht

tp
:/

/
m

in
te

st
.jp

/
2
0
1
1
年
４
月

チ
ェ
ッ
ク

モ
バ
イ
ル
向
け
ソ
ー
シ
ャ
ル

ゲ
ー
ム
特
化
型
の
テ
ス
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
。
主
婦
向
け
に
は
テ
ス

ト
特
化
の
「
マ
マ
テ
ス
」
も

運
営
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ

タ
ス
ク
型

3
7
ラ
ン
サ
ー
ズ

ラ
ン
サ
ー
ズ

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
la

nc
er

s.
jp

/

2
0
0
8
年
1
2
月

1
5
4

,0
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト
制

作
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
，ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 
バ

ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
， サ
イ
ト
更
新
， F

LA
SH
・

動
画
制
作
， サ
イ
ト
構
築
， C

M
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
， 
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
， 
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発

/
業
務
系
シ
ス
テ

ム
構
築
， 
デ
ー
タ
入
力

/
ア
ン

ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

/
質

問
/
留
守
番
電
話

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， チ
ェ
ッ
ク

日
本
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ

ン
グ
に
お
け
る
さ
き
が
け

的
存
在
で
あ
る
。

銀
行
振
込

受
注
金
額

の
５
％
か

ら
2
0
％

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

3
8
ワ
ー
ク
シ
フ

ト
ワ
ー
ク
シ
フ

ト
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社

ht
tp

s:
//

w
or

ks
hi

ft-
so

l.
co

m
/

2
0
1
4
年
２
月

3
,7
0
0
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
， 
イ
ラ
ス
ト

/　
　

2
D
・
3
D
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
， 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
， 

D
TP

 /
カ
タ
ロ
グ
制
作
， 
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
， 
写
真

/
動
画
撮
影
， 

バ
ナ
ー
制
作
， 
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ

海
外
に
強
い
ク
ラ
ウ
ド
ソ

ー
シ
ン
グ
で
あ
る
。
日
本

初
の
海
外「
日
本
⇔
海
外
」

取
引
に
特
化
し
て
い
る
。

Pa
yp

al
， 

銀
行
振
込

５
万
円
以

下
：
2
0
％

,　
５
万
円
を

超
え
る
部

分
：
1
0
％
，

5
0
万
円
を

コ
ン
テ
ス

ト
/
コ
ン

ペ
型
， プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
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ン
制
作
， 
サ
イ
ト
更
新
， 

FL
AS

H
・
動
画
制
作
， 
サ
イ
ト

構
築
， 

CM
S 

/
カ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
導
入
， 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
， 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

/
業

務
系
シ
ス
テ
ム
構
築
， 
デ
ー
タ

入
力

/
ア
ン
ケ
ー
ト

/
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

/
質
問

/
各
種
代
行
， 

画
像
加
工
， 
そ
の
他
分
野
（
海

外
市
場
調
査
，
翻
訳
）

超
え
る
部

分
：
５
％

3
9
口
コ
ミ
被
リ

ン
ク
対
策

 A
na

ly
s

株
式
会
社

ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス

ht
tp

:/
/

w
w

w.
an

al
ys

.jp
/
2
0
1
0
年
５
月

7
,2
0
0
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

 
ク
チ
コ
ミ
記
事
を
作
成
し

て
い
る
。

銀
行
振
込

ラ
ン
ク
や

参
加
数
で

変
動
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

4
0
漫
画
ア
ド

株
式
会
社

サ
ム
ラ
イ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

ht
tp

:/
/

m
an

ga
-a

d.
sh

in
ob

i.j
p/

2
0
1
0
年
４
月

6
,2
0
0
イ
ラ
ス
ト
制
作

漫
画
広
告
作
成
に
特
化
し

て
い
る
。

Am
az

on
ギ
フ
ト
券
，

 iT
un

es
， 

Pe
X

無
料

コ
ン
ペ
型

4
1

PI
XT

A
（
ピ
ク
ス
タ
）
ピ
ク
ス
タ

株
式
会
社

ht
tp

s:
//

pi
xt

a.
jp

/
2
0
0
5
年
８
月

1
7
1

,2
0
0
写
真

/
動
画
撮
影

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
動
画

等
の
デ
ジ
タ
ル
素
材
に
特

化
し
て
い
る
。

4
2

St
ar

tu
p

La
bo

株
式
会
社

St
ar

tu
p

Te
ch

-
no

lo
gy

ht
tp

s:
//

st
ar

tu
p-

la
bo

.
co

m
/

2
0
1
4
年
1
0
月

Ru
by

 o
n 

Ra
ils
専
門
（

gi
t-f

lo
w
，

Pu
llR

eq
ue

st
開
発
）

シ
ー
ド
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
対
象
と

し
て
い
る
。
完
全
時
給
型

を
実
施
。

4
3

D
m

et
 id

ea
株
式
会
社

阪
神
メ
タ
リ

ッ
ク
ス

ht
tp

s:
//

dm
et

id
ea

.c
om

/
1
9
6
4
年
1
0
月

様
々
な
ア
イ
デ
ア
の
実
現

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
や
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

4
4

W
em

ak
e

株
式
会
社

A（
エ
イ
ス
）

ht
tp

s:
//

w
w

w.
w

em
ak

e.
2
0
1
2
年
４
月

オ
ー
プ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し

た
新
し
い
ダ
ン
ボ
ー
ル
家
具

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
と
技
術

力
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
を
結
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jp

/
び
，ユ
ニ
ー
ク
な
新
商
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
。

4
5
シ
ュ
フ
テ
ィ

（
sh

uf
ti）

株
式
会
社

う
る
る

ht
tp

:/
/

w
w

w.
sh

uf
ti.

jp
/

cr
ow

ds
ou

rc
in

g

2
0
0
1
年
８
月

2
3
7

,6
0
0
デ
ー
タ
入
力
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
事
務
作
業
専
門

在
宅
ワ
ー
カ
ー
と
企
業
の

仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

で
あ
る
。

4
6

Be
ar

s
株
式
会
社

ベ
ア
ー
ズ

ht
tp

:/
/

w
w

w.
ha

pp
y-

be
ar

s.
co

m
/

1
9
9
9
年
1
0
月

女
性
の
愛
す
る
心
を
支
援

家
事
代
行
・
家
政
婦
，
ハ

ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
，
キ

ッ
ズ
＆
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

な
ど
に
特
化
し
て
い
る
。

4
7

Sa
ns

an
Sa

ns
an

株
式
会
社

ht
tp

s:
//

w
w

w.
sa

ns
an

.
co

m
/

2
0
0
7
年

名
刺
管
理
業
務

顧
客
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス

の
コ
ン
タ
ク
ト
管
理
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

4
8

Co
ny

ac
株
式
会
社

エ
ニ
ド
ア

ht
tp

:/
/

an
y-

do
or

.c
om

/
2
0
0
9
年
２
月

世
界
中
の
翻
訳
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築

W
EB

 サ
イ
ト
上
で
ユ
ー

ザ
ー
参
加
型
の
多
言
語
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
。

4
9

Vi
ib

ar
株
式
会
社

Vi
ib

ar
ht

tp
:/

/
vi

ib
ar

.c
om

/
2
0
1
3
年
４
月

日
本
最
大
級
の
動
画
制
作

動
画
を
つ
く
り
た
い
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
プ
ロ
の
ク
リ

エ
イ
タ
ー
と
が
出
会
い
，

動
画
を
つ
く
り
上
げ
る
。

5
0

W
is

hS
co

pe
ザ
ワ
ッ
ト

株
式
会
社

ht
tp

:/
/

w
w

w.
w

is
h

sc
op

e.
co

m
/

2
0
1
1
年
５
月

旅
行
プ
ラ
ン
提
案
，
占
い
，
似

顔
絵
作
成
も
含
む

ス
キ
ル
や
不
用
品
の
売
買

や
コ
ラ
ボ
仲
間
の
募
集
な

ど
，
小
さ
な
ニ
ー
ズ
を
投

稿
す
る
と
解
決
し
て
く
れ

る
人
が
素
早
く
見
つ
か

る
。

（
出
所
）　
筆
者
作
成
。




